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申請

大学

申請

大学

JSPS等助成機関

大学が主体的に運用
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 助成金の成果状況をより正確に把握
 新たなOA推進策として世界へアピール

できる

大学図書館

情報の集約

大学図書館

情報の集約3

申請

大学図書館

情報の集約

OA投稿に応じたAPC還元

×

APC : Article Processing Charge

助成機関のメリット

 JUSTICEの交渉によりAPCの適正を
保つ活動が可能

 図書館の集約活動により、研究成果の
捕捉が高まる（機関リポジトリ登録）

大学・大学図書館のメリット
交
渉

 わが国の基本方針としてOA推進を掲
げ、国内の学会へも促すことができる

 わが国の学術誌のOA化を間接的に促
進し、雑誌の発信力強化につながる

 研究者・大学へのOAの迅速な定着が
期待できる

 OAの合理的展開のための基礎データ
を収集できる

学術コミュニティ全体のメリット

電子ジャーナルのオープンアクセス強化の一案

大学

OAジャーナル
（Gold)

OAジャーナル
（Gold)

非OAジャーナル
（Green)

非OAジャーナル
（White)

助成金
成果投稿
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APC支払2

助成金
成果投稿
APC支払

助成金
成果投稿
APC支払

助成金
成果投稿
APC支払

研究者

助成金
成果投稿
APC支払
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 APC負担の緩和(特に若手研究者)

研究者のメリット

研究者 研究者 研究者 研究者
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